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＜連絡事項＞

・外線をかけたら、通話記録への記入を忘れずにして下さい。
＜患者様連絡事項＞
・中居　松男様～東Aユニットへ転出となりました。

・山本　久美子様～東Bユニットより西Aユニット43号室に転入となりました。
・大久保　光男様～鹿内眼科受診しています。クレーターは残っているが、角膜の傷は良くなってきています。睫毛抜いてきていますが、今後も月１回程の受診を継続していくこととなっています。
・石田　喜明様～8/25　14時生保スタッフが本人と面談を行う予定となっています（生保から国保にするため）ＰＳＷが入ることとなっています。
・金山　辰巳様～八戸市市民病院、泌尿器科受診しています。次回受診12/18　9時診察予定となっています。膀胱鏡検査を受ける予定です。8時に当院出発予定としています。尿検査（持参尿）あります。朝食と朝食後薬止めの指示がでています。家族より希望があり、たばこ3本から5本となっています(おやつと寝る前追加)。
＜要注目患者様ケース検討＞

・鈴木　真知子様～幻聴や不調の訴えは聞かれていません。作業に参加していますが閉眼したままうつむいていることが多いです。精神症状の観察をしていきましょう。
・松永　勘五郎様～排尿が気になるようで「午後に行く」と作業には参加していません。残食ありますが朝昼と食事は摂取できています。排便－5日のため便秘時の継続指示が出ています。ウブレチド(5)1Ｔ　1×朝　2日分処方となっています。
・上川原　豊様～不調の訴えはありませんが表情硬いです。朝食後薬は「考えことをして

いた」と遅れて服薬に来ています。夜間浅眠で経過、頻回に喫煙にして

いるため睡眠状態、精神状態の観察をしていきましょう。
9月上旬に歯科受診の予定となっているため外出可能かどうか確認して

いきます。

・工藤　綾子様～朝昼と食事不食しています。リハプロには遅れてですが参加しています。やや前傾姿勢で歩行していますが自ら不調の訴えは聞かれていません。精神症状と身体症状の観察をしていきましょう。
・大橋　照子様～腹痛・嘔気持続しており病棟で朝昼ともに1/3程度のみ摂取しています。食事以外は自室で過ごしています。
・袴田　将志様～午前中は床屋に行きその後は自室で過ごしています。話しかけのしつこさは見られていません。右足の痛みは持続し腫脹あるため湿布などを検討し診察時に処方してもらってください。
・成田　賀枝様～同室者のチェスト開けており、「おやつをかりたから返そうと思って」と話している。日中活動に参加できる様に声かけ行っていきましょう。

＜アルコール依存症治療プログラム進捗状況＞
・竹洞　聡様～Ⅱ期実施しています。内観行っており、用紙いっぱいに記入していますが理解度は低く、表面的な様子みられています。

・山口　良枝様～Ⅱ期実施しています。内観　父については父が入院中であるため、一部予定変更して行っている。
＜退院支援進捗状況＞

・鈴木　真知子様～8/24か8/25の退院予定とし、青風荘スタッフへ連絡しています。今日、明日中に返事を頂くこととなっています。
・續石　啓介様～8/23　14時から障害者認定調査実施予定となっています。
・阿部　文香様～家族がお盆明けにＰＳＷと面談を希望しています。施設について説明を行う予定となっています。

・澤田　真理様～8/21　9:30から8/22　16:00まで外泊へ行っています。9/8で入院3ヶ月となるため今回の外泊で問題がなければ退院をすすめていきます。

・石井　幸子様～現在自己服薬管理中です。青山荘体験利用をすすめていきます。

＜転入患者様＞

氏名：山本　久美子様　　41歳　　女性　
主病名：統合失調症　　合併症：なし
入院形態：医療保護入院　　　入院期間：3ヶ月（自宅退院予定）　　担当医：伊藤Ｄｒ

＜入院までの経過＞

18歳時に統合失調症を発症。十和田中央病院、青森市民病院を経てH19.3.23より八戸赤十字病院[精神科]へ通院。普段から性的な妄想や連合弛緩は認められていた。病状悪化のためH28.11.11～同年12.26の間、薬剤調整目的で同院に任意入院し、退院後は通院していた。滅裂思考や「妊娠させられる」などの妄想はあったが何とか生活していた。H28年8月からリスパダールコンスタを導入していたが、H29年4月に本人の希望で中止となり、リスペリドンの内服に変更となった。その後1カ月程度は安定していたが、同年6月下旬より易怒性、幻聴、性的妄想が強くなり家族に暴言を吐くようになった。同年7.5の受診時に情動不安定、妄想、滅裂思考、幻聴が強く、入院が必要と判断されたが、同院が満床のため当院紹介となり、同日当院初診し当院1回目の入院。
※受け持ち：澤田Ｎｓ・加賀Ｃｗ
※食事形態：常食（治験のためグレープフルーツ禁）
※買い物カードなし

※家族洗濯

※治験（ジプラシドン）

※プログラム、ＳＳＴ：未導入→明日担当医へ確認

※ＧＡＦ→明日担当医へ確認

※携帯電話とおやつ：本人管理

